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要約 

（1,300字程度） 

本研究の課題は「隠岐島後カルデラの形成史」である。前年度まで隠岐ジオパー

ク学術研究奨励事業の研究課題「隠岐島前のカルデラの形成史」を行っており、

隠岐島前と隠岐島後の違いを対比させながら，隠岐島後の調査・研究を行った。

本年度の野外地質調査は、隠岐島後の全域で行い、それぞれの地質ユニットに関

する記載と解釈を行った。 

＜調査の詳細＞ 

調査の詳細は以下の通りである。 

大満字山・大峯山では、玄武岩溶岩の調査を行った。これらの溶岩はカルデラ

フロアーの隆起後の火山活動で形成された可能性が高い。溶岩の分布域は北西

―南東方向に配列しており、現在のプレートの圧縮方向に配列している可能性

が高い。カルデラフロアーの隆起との関連性はまだ考察中である。 

白島周辺地域では、流紋岩および粗面岩の調査を行った。白島は海底の未固結

堆積物中に貫入した潜在ドームあるいは海底で噴出した水中の溶岩ドームであ

ると考えられる。白島ではドームの断面がよく露出しており、学術的に非常に

貴重である。 

鷲ヶ峰とその周辺地域の調査では、柱状節理の発達した溶結凝灰岩が分布する

ことが明らかになった。山内ほか（2010）の 5 万分の１地質図幅では、この地

域は非溶結の火砕流堆積物からなると記載されていたが、今回の調査により、

溶結した火砕流堆積物であることが判明した。また鷲ヶ峰の下部に位置する布

施の中谷には、この溶結凝灰岩がさらに強溶結した溶結凝灰岩が露出すること

が判明した。この強溶結の溶結凝灰岩は、山内ほか（2010）により「火道角礫

岩」と記載されていたものである。今回の調査により、これはフィアミ組織の

発達した強溶結の溶結凝灰岩であることが明らかになった。この鷲ヶ峰周辺地

域の溶結凝灰岩は、カルデラフィルが隆起したものであると考えられる。 

岳山では向ヶ丘層に関する調査を行った。岳山の向ヶ丘層はカルデラ内の堆積

物である可能性が高い。ただし、山内ほか（2010）の向ヶ丘層は、様々な成因

の堆積物が混在して記載されている可能性が高く、全てがカルデラ内堆積物と

は考えにくい。 

中村川では時張山層の安山岩の調査を行った。この安山岩はガラス質で、緑色

に変質している。この安山岩はカルデラ形成前の噴出物であるが、極めて広い

分布域をもち、一様に広がっている。このような安山岩がなぜ存在するのか不

思議であり、解釈はまだできていない。 

伊賀湖では片麻岩の調査を行なった。西郷では西郷玄武岩の調査を行なった。 

歌木と都万では堆積岩の調査を行なった。この堆積岩はカルデラ形成以前のも

のであると考えられる。 

よろい岩周辺および代では、溶岩やフィーダー岩脈などの火山岩の産状に関す

る調査を行なった。これらは海底における火山活動で形成されたと考えられる。 

＜調査結果のまとめ＞ 

今回の地質調査により、以下の 9点が判明した。 

(1) 隠岐島後はリサージェントカルデラである可能性が極めて高い。鷲ヶ峰と

その周辺地域には隆起したカルデラフィルの火砕流堆積物があり、カルデラで

あることは明白である。 

(2) 隠岐島後のカルデラリムの位置は、松本（1984）が提唱した「島後カルデ

ラ」のカルデラリムの位置と同じである。ただし、松本（1984）が提唱したカ



 

ルデラ形成史は、カルデラ形成の概念が現在のカルデラ形成モデルと大きく異

なっており、受け入れることは困難である。   

(3) 隠岐島後のリサージェントカルデラの位置は、山内ほか（2010）の 5万分

の 1地質図幅の「葛尾コールドロン」とは一致しない。「葛尾コールドロン」は

非常に理解しにくい解釈であり、受け入れることは困難である。 

(4) 隠岐島後のリサージェントカルデラの「リサージェントドーム」は、ドー

ムというよりも、「リサージェントブロック」というべきものである。リサージ

ェントブロックは世界的に珍しく、日本ではこれまでに報告されていない。 

(5) 隠岐島後は、「リサージェントブロック」を有するカルデラという点で、

イタリアのイスキア火山に似ている。 

(6) 隠岐島後と隠岐島前は、どちらもリサージェントカルデラであるが、比較

すると、隠岐島後は隠岐島前よりも隆起量が大きい。このため、隠岐島後は隠

岐島前と比べて海底火山噴出物が多く露出する。 

(7) 隠岐島後と隠岐島前の隆起量の違いは、岩質の違いである可能性が高い。

隠岐島後は流紋岩質であるのに対し、隠岐島前は玄武岩質である。流紋岩質の

マグマだまりは大きく、隆起する力が大きいのであろう。 

(8) 隠岐島後は、流紋岩質のリサージェントカルデラであるという点で、アメ

リカのカルデラに似ている。アメリカのリサージェントカルデラのほとんどは

流紋岩質である。 

(9) 隠岐島後は、日本の一般的なカルデラ火山とは大きく異なり、海外（アメ

リカやイタリア）のリサージェントカルデラと似ている。隠岐の地質は、日本

の地質と大きく異なる。隠岐島後の地質は非常にユニークであり、世界ジオパ

ークとしてふさわしいものである。 
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要約 

（1,300 字程度） 

1. はじめに 

ヒメコマツ（Pinus parviflora var.  parviflora）は日本の暖温帯から冷温帯の

山地に分布する五葉松の一種であり、地域によっては絶滅が危惧されている。隠岐 諸

島の島後島では標高 180―560 m の暖温帯でヒメコマツが分布している。隠岐諸島で

はヒメコマツの生育地が複数確認されているが（宇都宮 2020）、新しく島後島の元

屋地区で最大規模のヒメコマツの個体群を発見した。そこで、元屋におけるヒメ コマ

ツの個体群構造を調べ、さらに次世代の更新の可能性として球果および種子の 状況を

調べた。 

 

2. 調査地と調査方法 

島後島の元屋地区のヒメコマツが優占する林分は標高 242―265 m、傾斜は 33― 

50°の南北に走る岩尾根にある。代表的な場所で樹高 1 m 以上の個体を対象に GPS の

位置情報、胸高直径、球果の有無、生育地の土質を調べた。球果が成熟する 2022 

年 8 月下旬に、18 個体から球果 78 個を採取し、島根大学で約半月間乾燥させた。

球果ごとに種子を取り出し、球果と種子の状態を調べた。種子は水沈処理を行い、 発

芽実験に備え湿った砂を用いて冷温湿層処理（約 4-6 ℃）で保存した。 

 

3. 結果と考察 

3-1. 元屋におけるヒメコマツ個体群の特徴 

調査対象とした範囲の岩尾根で樹高 1 m 以上のヒメコマツは 130 個体確認された。

最大胸高直径は 45 cm であり、胸高直径 20 cm 未満が 75%を占め、他の生育地で確認

されるような大径木は少なかった。さらに 94 個体で球果が確認され、球果を着けてい

た最小の胸高直径は 4 cm で、20 cm 以上は全て着けていた。ヒメコマツの生育してい

る土質は、露出した岩と土壌が混在する場所が多かった。 

3-2. 球果の状況 

合計 12 個体から 81 個の球果を採取して乾燥させた結果、鱗片が閉じた球果（以

下、閉じ球果）51 個と開いた球果（以下、開き球果）30 個となった。閉じ球果は

51 個の中から無作為に 15 個選び、開き球果 30 個全てを対象とし、球果の状態を調べ

た結果、閉じ球果の 93％、開き球果の 93％で虫による食害が確認された。特に、閉

じ球果ではゾウムシ科の昆虫が多く確認され、開き球果ではハマキガ科が多くみら

れた。このことから、球果の開閉の違いは、球果に被害を与える虫により左右され

るものと考えられる。 

3-3. 水沈種子率 

水沈処理を実施した結果、閉じ球果の平均沈種子率は約 21%、開き球果では約 12% 

と、開いた球果より閉じた球果の値が大きかった。ただし、開き球果の球果あたり

の種子数は閉じ球果より多かった。個体による沈種子率の違いの要因を調べるため、 閉

じ球果および開き球果の個体番号を GPS 位置情報から調べると、沈種子率 0-20％ と

低い球果は 50％以上をヒメコマツ個体 1499 番の球果が占めていた。開き球果でも 

0-20％の低い値の球果は 67%が 1499 番の球果であった。1499 番は球果を最も多 く採

取した個体で、採取可能な個体では最も多く球果を着けていたが、採取された球果

のほとんどに虫害が確認された。このため、開き球果の方が種子数は多いが、虫害

を受けた閉じ球果でも充実している種子を含み、また、球果の開閉は虫害の影響を

受けるが、ヒメコマツの個体差による可能性が示唆された。 












